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１．実施工程表

２．事業効果について

（１）費用対効果

①便益（Ｂ）の項目

１） 便益＝治水事業を実施することによる被害軽減期待額を現在価値化

被害額＝一般資産被害（家屋、家庭用品、事業償却資産、農漁家償却資産等）

＋農産物被害＋公共土木施設等被害＋営業停止被害＋応急対策費用

2） 費用＝「建設費＋維持管理費」を現在価値化

治水経済調査マニュアル（案）国土交通省河川局 平成17年4月

②費用便益比（Ｂ/Ｃ）算出根拠

河川整備計画の整備区間を対象

（２）費用対効果に含まれない効果

①国道２号等の交通途絶の解消

②避難所(魚住中学校)周辺の浸水被害の解消

③井堰改築にあたっては、魚道を設置し、生物の移動が可能となるように配慮

④瀬戸川と清水川の合流点に階段を設け、親水性に配慮した河川改修を実施

総便益費
（百万円）

代表的な効果
総費用
（百万円）

事業費
（百万円）

維持管理費
（百万円）

4,614
計画規模の降雨に対して
・浸水戸数236戸の解消
・浸水面積20.6haの解消

494 445 49 9.3

便益（B） 費用（C）
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対象事業：二級河川瀬戸川 総合流域防災事業

（１）費用対効果

（２）費用対効果に含まれない効果

道路、鉄道等の交通途絶による波及
被害の解消

○ 国道２号等の交通途絶の解消

医療施設や防災拠点施設など重要施
設被害等の解消

○
避難所(魚住中学校)周辺の浸水
被害の解消

親水空間の整備 ○
瀬戸川と清水川の合流点に階段を
設け、親水性に配慮した河川改修を
行っている。

※ ○印は当該事業効果の主な項目

○
瀬戸川と清水川の井堰改築にあ
たっては、魚道を設置し、生物の移
動が可能となるようにする

河川事業の効果

・一般資産被害
(家屋、家庭用品、事業所償却資産、
農業家償却資産等)
・農産物被害、公共土木施設等被害、
営業停止被害、応急対策費用

効 果 項 目 (費用対効果の便益内容)

浸水被害の軽減

評価の視点

治水安全度の向上

評価の視点 該当する事業内容

魅力ある河川空間の創造

社会経済活動等の安定

効 果 項 目

多様な生物の生活環境の保全・再生・
創出

河整―１０


